
　
毎
年
８
月
下
旬
頃
に
開
催
さ
れ
る
岩
室
温
泉

ま
つ
り
。
初
日
は
岩
室
神
社
の
神
事
で
あ
る
神

輿
渡
御
と
花
火
大
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
翌
日
は

芸
妓
も
登
場
す
る
若
者
み
こ
し
や
艶
や
か
な

芸
妓
屋
台
踊
り
、
仕
掛
花
火
な
ど
で
盛
り
上

が
り
ま
す
。

　
ま
き
夏
ま
つ
り
は
巻
神
社
大
祭
に
合
わ
せ
て
6
月

の
14
〜
16
日
に
最
も
近
い
金
・
土
・
日
の
３
日
間
行
わ

れ
ま
す
。新
潟
市
で
最
も
早
く
開
催
さ
れ
る
夏
ま
つ

り
で
す
。「
や
か
た
お
け
さ
」「
巻
甚
句
」を
踊
る
民
謡

流
し
か
ら
始
ま
り
、江
戸
時
代
か
ら
続
く
神
輿
渡
御
、

山
車
、花
火
大
会
な
ど
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、迫
力
あ
る

「
や
か
た
竿
燈
」が
ま
つ
り
を
締
め
く
く
り
ま
す
。

　
8
月
下
旬
の
曽
根
神
社
秋
季
大
祭
に
合
わ
せ

て
、福
み
こ
し
、民
謡
流
し
、コ
ン
サ
ー
ト
、花
火

大
会
な
ど
が
開
催
さ
れ
る
西
川
ま
つ
り
。江
戸

時
代
か
ら
伝
わ
る
曽
根
神
社
の「
神
輿
渡
御
」

は
、傘
ぼ
こ
を
先
頭
に
、山
車
、御
稚
児
様
、鉄

砲
持
ち
な
ど
約
5
0
0
人
が
練
り
歩
き
ま
す
。

越後傘ぼこ行列
曽根神社から琴比羅社までの約1kmを練り歩く傘
ぼこは、江戸時代、裕福な地主や庄屋が家の繁栄
を祈り、豊かさを誇示したのが始まり。上には一寸
法師や江戸火消しなどの人形が取り付けられ、見
物客の目を引きます。


